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（名称）
第１条     本会は、「刈谷ハイキングクラブ」と称する。
（目的）
第２条     本会は、軽登山、ハイキング等を実施・研究し、会員相互の親睦を図り、その資質向上と共に、

生きがい活動の振興に寄与する事を目的とする。
（事業）
第３条     本会は、目的達成のため、次の事業を行う。
　（１）月例会（軽登山、ハイキングの実施）
　（２）研修会、講習会の開催
　（３）関係団体との連絡調整
　（４）その他
（事務所）
第４条     本会の事務所を事務局長宅に置く。
（会員）
第５条     本会は、会の趣旨に賛同する刈谷市在住、在勤又は近隣市町村に居住し、会の活動に迷惑を

かけない体力を有すると認められる個人で構成する。
（役員等）
第６条     本会は、次の役員及び企画委員を置く。
　（１）会長　１名
　（２）副会長2名　
　（３）事務局3名（事務局長１名，書記１名、会計１名）
　（４）監事　１名
　（５）顧問、アドバイザー　若干人
　（６）企画委員　若干人
　　２　会長は、会務を統括し、総会及び役員会・企画委員会を召集する。
　　３　副会長は、会長を補佐し、会長事故あるときは、その職務を代行する。
　　４　事務局は、会務及び会計を執行する。
　　５　監事は、会務及び会計を監査する。
　　６　顧問、アドバイザーは、役員会で推薦し、総会で承認を得る。
　　７　顧問、アドバイザーは、会長の諮問に応じ支援する。又会務、役員会及び企画委員会に参加できる。
　　８　役員は、総会において選出する。任期は２年とし、再任を妨げない。
　　９　役員に欠員が生じた場合は、前任者の残任期間において、適任者を役員会で選任することができる。

ただし、直近の総会で承認を得なければならない。
(会議)
第７条     総会は、年１回以上開催し、出席者の過半数をもって決議する。
　　２　総会において、次のことを決議する。
　（１） 事業計画と事業報告
　（２） 予算と決算
　（３） 役員の選出
　（４） 会則の変更

具体的に運営する。
（会計）
第８条     本会の会計は、会費、寄付金、その他をもって運営し、会計年度は、
　　　　 毎年4月１日から翌年3月末日までとする。
（自己責任）
第９条     本会の活動に参加を希望する場合は、自己の責任で健康、能力等を判断し、会に迷惑をかけない

状況で参加しなければならない。　会は、けが等が生じた場合も一切の責任を負わない。
（附則）
第１０条　この会則に定めのないことについては、役員会で定める。

この会則は、平成１４年２月２２日設立総会で決定し、同日から施行する。
この会則は、平成１７年３月１３日平成１７年度総会で一部改正する。
この会則は、平成2 2年３月１4日平成22年度総会で一部改正する。
この会則は、平成25年(2013年）3月10日平成25年度（2013年度）総会で一部改正する。
この会則は、平成28年(2016年）3月13日平成28年度（2016年度）総会で一部改正する。
この会則は、2020年4月25日2020年度総会で一部改正する。



刈谷ハイキングクラブ活動の手引き（細則）
 2024年4月21日現在

１．月例会

　　①月例会は総会で提案した内容で実施します。年間計画を策定し、企画委員で分担し下見と調査及び

　　　　当日の先導等を行い、後日の定例（役員会）企画委員会等で反省のまとめをし、今後の指針とします。

　　②会員は、希望により企画担当者に協力し運営に当たることができます。

　　③役員は他の山の会の役員でないこととします。

　　④雪山登山、岩登りは実施しません。

　　⑤月例会の案内は、企画書を会員に郵送します。事前に申込をした者が参加できます。

　　　バス利用等で、定員のある月例会は、先着申込順とします。

　　⑥交通の便としてバス等を利用した場合の『交通費』は定額を決め徴収します。残金は、会計に納入し、

　　　　剰余金がでた場合は、他のバス利用時の不足金に充当しますので返金しません。

　　⑦月例会参加申込者で欠席等の場合は、経費の一部負担を求めます。

　　⑧可能なかぎり班行動を行い、月例会等を実施します。

　　⑨月例会等で参加申込者が少ない開催日・コースは、他のコースに変更をお願いしたり、中止する場合が

　　　　あります。

２．キャンセル料

　　① 月例会で、締切日以後のキャンセルは、キャンセル料を差し引いて、月例会の参加費を

　　　　お返しします。 キャンセル料・・・１０００円

　　但し、宿泊を伴う行事のキャンセル料については、別途宿泊施設からキャンセル料として

　　請求された金額を加算する。

　　②返却金は、会計から会計年度終了直後の総会でお返しします。但し、年度内で他の月例会参加費との

　　　　相殺を認めます。その都度、事務局へ連絡をして、金額の確認を必要とします。

3．会費

　　①会費は、年会費とし、5,000円（家族会員は4,000円）です。　

 　 ②会費は、連絡・事務費、企画運営費、会議費等に充当します。

　　③会費は、総会時から4月末日までに振込により納入しなければならない。納入が無い場合は、

　　　 会員登録を抹消します。

　　④会費は、途中退会等の場合でも返却しません。

　　⑤会費・月例会参加費等の納入は、「クラブ指定の郵便局またはゆうちょ銀行口座」に振込みください。

　　　　○納入用紙には、①会員番号②行事名を記入ください。

　　⑥ 新入会員は、入会金2,000円を納入します。ただし、入会当初から役員・企画委員として活動する場合は、

　　　　入会金を免除します。

4．役員会等

    ①役員会は、随時行います。

　　②企画委員会は、毎月（原則として最終日曜日18：30より社会教育センター等）行います。

　　③会員は、事前の申し出により、企画委員会に出席することができます。

5．研修会

　　①会員は、必要に応じ、技術的な研修を行い、四季に応じた歩行、装備、計画立案、読図（天気図、地形図）　

　　　等を研修します。　

　　②研修会の講師謝礼は、会員等が講師を勤めた場合は、１回　2,000円、外部講師の場合は、　

　　　　１回　10,000円とします。ただし、特別な場合は、役員会で決定します。

6．参加申込み方法

　　①月例会の企画書は、実施月の１ヶ月前までに封書で届けます。

　　　内容を読んで、参加を希望する場合は、企画書に記載の方法により、申し出てください。



　　②参加方法は、必ず｢事前申込み｣が必要で、企画書の下段にある申込書を「はがき」に貼って企画担当者に

　　　郵送ください。郵送費は、ご負担ください。

　　③月例会等への参加は、特別に決められない以外は、会員しか参加できません。

　　④月例会の参加申し込みはがきの余白に①会員番号②氏名③月例会名を別に記入ください。

7. 傷害保険

　　①平常の月例会に参加する人は、国内旅行保険に毎回、加入します。

　　②保険の期間は一回/1人一泊二日までです。(参考：2016年度保険料は250円/一回）

　　　月例会参加費に含みます。

　　③保障内容は下記の通りです。

保障内容等 賠償責任 救援者費用 通院保障 入院保障 死亡/
後遺障害

1泊2日まで １億 300万 1,000 1,500 100万
　　④月例会で事故になったら、企画担当者と事務局長に連絡し、事務局長が手続きを行います。

　　⑤保険請求は、指定の用紙が必要ですので、連絡後は事務局と相談してください。

　　⑥月例会下見に参加する役員及び企画委員は、月例会と同じ国内旅行保険に毎回、加入します。

㋐保険料は全額を会で負担します。（参考：250円×17名×12回＝51000円）

8．その他

　　①クラブ関係の行事には、アルコール類の持込みは禁止します。ただし、役員会で認めた場合は別とします。

　　②会員が死亡した場合は、香典等を支給します。金額等は役員会で決定します。

　　③会計処理領収証の保管は当該会計年度と過去会計年度２年分とする。

9．細則の変更等

　　①この細則は、会則に基づき役員会で決定し、変更は、役員会で行うことができることにします。

　　②この｢活動の手引き｣は、総会時に配布します。

10．事務局　　

刈谷ハイキングクラブ事務局　

448-0843 　刈谷市新栄町


